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申か
しり

11月 1日は 「あきた教育の日」 秋田の子 どもの今を語 り未来を語る日
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こ

の
度

、
秋

田
市

退
職
校
長
会

の
会

長
を
仰

せ

つ

ま

し
た
伊
藤
栄

二
で
す

。
ど
う

ぞ
よ

ろ
し
く

お
願

い

上
げ
ま
す
。

早
速

で
す

が
、
市
内
各

校

で
は
若
手

教
員

が
増

え

、
平

均
年
齢

が
ど

ん
ど

ん
若

返

っ
て

い
る
と
聞
き
ま
す

。
自

分

が
若
輩
者

で
あ

っ
た
頃
を

思

い
起

こ
す
と

、
斬
新

な

ア
イ

デ

ア
で
授
業

を
す

る

「
授
業
家

」

や
、
重

み

の
あ

る

一
言

で
職
員
を

一
つ
に
東
ね

る
校

長
先
生
方

が
多

く

、
度

肝
を

抜

か
れ
た
も

の
で
す

。
自

分

が
校
長
職

に
就

い
た
時

、
教

育
懇
談
会

に
出
席

す

れ
ば

、
そ

の
よ
う

な
先
生
方

か

ら
多

く

の
お
話
を
直
接
伺
え

る
と
聞
き

、
と

て
も

わ

く
わ
く

し

て
懇
親
会

に
参

加

し
ま

し
た
。
現
職
校
長
会

で
は
、
教
育

懇
談
会

へ
の
参

加

は
割

当
制

で
し
た

が
、
外

れ
た
時

は
担

当
者

に
頼

み
込

ん
で
参

加

さ
せ

て
も

ら

つ
た

こ
と
も

あ
り

ま
す
。

大
先
輩

の
先

生
方
と

お
酒
を
酌

み
交

わ
し
な

が

ら
お
話

が

で
き

る

こ
と

は
心
底
嬉

し

い
こ
と

で
し
た
。
そ

の
た
め
、

私

は
退
職
と

同
時

に
何

の
躊
躇
も

な
く
、
む

し

ろ
楽

し

み

に
し

て
退
職
校

長
会

に
入
会

し
ま

し
た
。
十
年
前

の
こ
と

で
す

。

と

こ
ろ
が
、
近
年

、
退
職
校

長
会

へ
の
入
会

者

が
激

減

し

て

い
ま
す
。
定

年
延
長

や
役
職
定
年

制

の
導

入
、
年
金

支
給

の
先
延
ば

し

に
伴
う

再
雇
用
制
度

の
利
用
な
ど

が
原

因
と

思
わ

れ
ま
す
。
退
職
校
長
と
現
職
校
長
と

の
直
接

的

な
繋

が
り
は
、

や
は
り
教
育
懇
談
会

が
中
心

で
す
。
会

員

の
皆
様

に
は
、
例
年

秋

に
開
催

さ
れ

て

い
る

「
現
職

・
退

職
校
長
会
教
育

懇
談
会

」

に
ぜ

ひ
ご
参

加

い
た
だ
き

、
現

職

の
校
長
先
生
方

に
退
職
校

長
会

の
魅
力
を

お
伝

え

い
た

だ

け

れ
ば
幸

い
で
す

。

今

春

の
総
会

に
出
席

さ
れ
た
大
先
輩

が
、
次

の
よ
う

に

仰

っ
て

い
ま

し

た
。

「
私

は

一
会

員

に
過
ぎ

な

い
け

れ
ど

も

、
会

員

で
あ

る
以
上

、
そ

の
役
割
と

し

て
、
案
内

の
あ

っ

た
活
動

・
行
事

に
は
出
来

る
だ
け
参
加

す

る
よ
う

に
し

て

い
る
。
お
知

ら
せ
が
あ
ら

た
ら
直
ぐ

に

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
帳

先
輩
か
ら
の
学
び
を
次
へ

秋
田
市
退
職
校
長
会
　
会
長
　
佃
ν
　
置
隊
　
出
木
　

一
一

に
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え

て
忘
れ
な

い
よ
う

に
し
て
い

る
。
」
何
と
も
頭

の
下
が
る
お
話

で
し
た
。

こ
の
よ
う

に

前
向
き
な
会
員

の
た
め
に
も
、
私
ど
も
役
員
は
、
内
容

の

濃

い
、
魅
力
的
な
活
動
を
企
画

・
運
営
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
と
改
め
て
気
を
引
き
締
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

秋
田
市
退
職
校
長
会

の
主
な
活
動

。
事
業
と
し
て
は
、

前
述

の
現
職
校
長
と

の
懇
談
会
を
柱
と
し
な
が
ら
、
県
退

職
校
長
会
が
主
催
す

る

「
秋
季
研
修
大
会
」
、
総
会
時

の

講
演
会

（講
話
等
）

の
ほ
か
、
酒
蔵
探
訪
、
陶
芸
教
室
な

ど

の
楽
し

い
研
修
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
大
山
重
幸
副

会
長
が
先
導
し
、
毎
年
冬

に
開
催
し
て
い
る

「
秋
田
の
名

酒
飲
み
比

べ
」
は
大
変
人
気
が
あ
り
、
年

々
参
加
者
が
増

え

て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様

に
は
、
知
人

・
友
人
を
お
誘

い
の
上
、
ぜ
ひ
関
心

の
あ
る
催
し
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま

す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
会

へ
の
要
望
や
意
見
が
あ
り
な
が
ら
、
総
会

等

に
出
席

で
き
ず
、

そ
れ
を
表
明
で
き
な

い
方
も
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
知
り
合

い
の
役
員
ま

で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
去
る
５
月
２２
日
に
米
澤
、
大
山
両
副
会
長
、
加

賀
美
幹
事
長
と
と
も

に
、
市
教
委

に
佐
藤
孝
哉
教
育
長
を

訪
ね
ま
し
た
。
市
内
各
校

で
は
、
校
長
先
生
方

の
リ
ー
ダ
ー

シ

ッ
プ

の
も
と
精
力
的
な
学
校
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と

で
し
た
。
た
だ
、
昨
今

の
教
育
界
を
取
り
巻
く
諸

事
情
を
反
映
し
、
教
員

の
な
り
手
不
足
や
教
員

の
質

の
向

上
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
び

の
多
様
化
、
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置

・
活
用
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
市
教
委

と
し
て
も
鋭
意
検
討
し
て
い
る
と

の
力
強

い
お
言
葉
が
あ

り
、
現
職

の
時
代
と

の
不
易
流
行
を
感
じ
る
と
同
時

に
、

大
変
あ
り
が
た
く
思

っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

結
び
に
、
皆
様

の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
様

々
な
機
会
に
た
く
さ
ん
の
会
員
の

皆
様
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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令
和
六
年
度
秋
田
市
退
職
校
長
会

総
会

日
時

一
四
月
二
十
七
日

（土
）
１４
時
１０
分

会
場

¨
協
働
大
町
ビ
ル
　
６
Ｆ
　
千
秋
の
間

始
め
に
高
橋

一
郎
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ

っ
た
。
こ
の

会
が
話
題
豊
富
で
楽
し
く
な
る
会
で
あ
り
た
い
こ
と
、

そ
し
て
会
員
同
士
懇
親
を
深
め
る
会
で
あ
り
た
い
と
の

話
が
あ

っ
た
。
次
に
来
賓
の
長
谷
山
庫
之
秋
田
市
教
育

委
員
会
教
育
次
長
か
ら
祝
辞
が
あ

っ
た
。
今
年
度
は
、

①
不
登
校
対
応
②
中
学
校
部
活
動
③

ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
相
談
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
む
。
そ
の
中
で
不

登
校
問
題
は
最
重
要
課
題
と
捉
え
、
適
応
教
室
を
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
対
応
す
る
。
ま
た
、
少
子
化
が

加
速
度
的
に
進
み
、

１０
年
後
の
中
学
生
は
、
現
在
の

６
５
０
０
名
か
ら
４
０
０
０
名
に
な
る
こ
と
を
予
測
し

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
現
在
の
部
活
動
は
維
持
で
き

な
い
。
今
年
度
は
秋
か
ら
６
種
目
の
地
域
移
行
を
行

う
。
さ
ら
に
学
校
現
場
で
発
生
す
る
法
的
知
識
を
必
要

と
す
る
事
案
に
対
し
て
法
的
支
援
を
行
う
た
め
に
、
弁

護
士
に
助
言
を
求
め
る
。
現
在
弁
護
±
１
名
と
契
約
し

て
い
る
ｃ

同
じ
く
来
賓
の
齋
藤
彰
小
学
校
校
長
会
会
長
か
ら

は
、
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
に
伴
い
、
学
校
行
事
が
５
年

前
に
戻

っ
た
と
の
内
容
で
祝
辞
が
あ

っ
た
。
最
後
に
高

橋
会
長
か
ら
新
年
度
の
人
事
に
つ
い
て
話
が
あ

っ
た
。

現
会
長
は
勇
退
し
、
新
会
長
に
伊
藤
栄
二
前
副
会
長
が

就
任
す
る
。

ヽ・4
療遍、

l  i

令
和
五
年
度

会

務
報
告

十九八  八  七五 四四四 月

日

十

一
。
十

一

十

一
・
十
八

十

一
。
二
五

一
。
一
三

一
。
三
〇

二

。
一
〇 八八 〇 九  四  九 〇四

」雪
ヨオ

項

第

一
回
幹
事
会

（県

・
市
合
同
）

会
計
監
査

理
事
会
　
総
会
　
講
演
会

第
二
回
幹
事
会

会
報

「掬
水
」
第
５０
号

「楽
し
い
研
修
」
案
内
　
発
送

現
職
校
長
会
と
打
ち
合
わ
せ

（教
育
懇
談
会
の
協
議
題
等
に
つ
い
て
）

第
三
回
幹
事
会

（県

・
市
合
同
）

第
四
回
幹
事
会

（県

・
市
合
同
）

楽
し
い
研
修

「酒
蔵
探
訪
　
美
酒
天
寿
」

（参
加
者
　
四
名
）

楽
し
い
研
修

「陶
芸
体
験
」

（参
加
者
五
名
）

第
二
十
七
回
現
職

・
退
職
校
長
会

教
育
懇
談
会

（参
加
者
　
現
職
三
十
九
名

退
職
二
十
名
）

楽
し
い
研
修

「酒
蔵
探
訪
　
銘
酒
　
秀
よ
し
」

（参
加
者
　
九
名
）

第
五
回
幹
事
会
　
（県

。
市
合
同
）

現
職
校
長
会
に
入
会
案
内

（高
橋
会
長
　
出
席
）

楽
し
い
研
修

「秋
田
の
名
酒
飲
み
比
べ
」

（参
加
者
十
五
名
）

第
六
回
幹
事
会

（県

。
市
合
同
）

会
報

「掬
水
」
第
５１
号
　
発
送

令
和
六
年
度

事

業

計

画

一　

幹
事
会
　
年
六
回

二
　
会
計
会
監
査
　
四
月
十
八
日
（本
）

三
　
理
事
会
総
会
演
奏
会
　
懇
親
会
四
月
二
十
七
日
（土
）

四
　
会
報
「掬
水
」
第
諺
号
発
送
　
七
月
二
十
七
日
（土
）

五
　
「楽
し
い
研
修
」

九
月
～
二
月

六
　
現
職
・退
職
校
長
会
教
育
懇
談
会
十
一月
十
六
日
（土
）

七
　
現
職
校
長
会
へ
の
入
会
案
内
　
二
月
三
日
（月
）

八
　
会
報
「掬
水
」
第
５３
号
発
送
　
三
月
二
十
二
日
（土
）

九
　
叙
位
叙
勲
　
　
随
時

十
　
慶
弔
　
随
時

令
和
六
年
度
　
役
　
員

理監副会 顧
/ヽ
7ヽ

事事長長 問

県
代
議
員

幹

事

長

幹

　

事

重
義

俊
彦

栄
二

喜
彦

一県
理誠

正
弘

澄
雄学

郁
子

寿
和

英
也

加
賀
美
俊

一

阿
部
　
英
子

鈴
木
　
　
巧

今
田
　
智
範

佐
々
木
康
二

齋
藤

　

透

工
藤

　

隆

石
郷
岡
仁
司

千
葉
　
　
昭

高
橋
　
一
郎

孝
雄

ゆ
り
子

英
也均

正
弘学

県
事
務
局
長

県

理

事

（市
選
出
）

「

〕
＝

Ｈ

「
●

―

ノ

大
山

秋
田
市
校
長
会
会
長

小
学
校
　
齋
藤

中
学
校
　
鈴
木

秋
田
県
校
長
会
会
長

小
学
校
　
長
門

中
学
校
　
坂
谷

大
渕
　
正
俊

角
田
　
　
昭

濱
松
　
　
寿

工
藤
　
絹
子

越
中
谷
俊
悦

加
賀
谷
　
亨

誠
　
　
濱
田
　
　
』県

佐
藤

佐
藤

伊
藤

米
澤

茜鎌松千高三羽佐
谷田山葉橋條川川

三高茜高斉鶴大
條田谷橋藤田山

悦重
子幸

千
葉

重
幸彰

（牛
島
小
）

太

（秋
田
南
中
）

里
香

（御
所
野
小
）

陽

（秋
田
東
中
）
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フ
ル
…
卜
・ハ
ー
プ
・ビ
ア
ノ

コ
ン
サ
…
ト

例
年
、
総
会

の
後
に
は
講
師
の
先
生
を
お
招
き
し

て
、
講
演
会
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
は
趣

向
を
凝
ら
し
、
音
楽
鑑
賞
で
参
加
者
の
み
な
さ
ま
に

心
と
体
を
癒
や
し
て
も
ら
お
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

演
奏
者
は
フ
ル
ー
ト
演
奏
者
の
佐
々
木
あ
か
ね
先

生
と
、ピ

ア
ノ
伴
奏

の
笹
川
久
美
子
先
生
で
す
。
佐
々

木
先
生
は
日
本

フ
ル
ー
ト
協
会
５０
周
年

コ
ン
サ
ー
ト

で
演
奏
し
た
ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
講
師
で
あ
り
、
ま
た

ハ
ー
プ
演
奏
者
と
し
て
も
日
本

ハ
ー
プ
協
会
東
北
支

部
長
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
ピ

ア
ノ
伴
奏
を

担
当
し
た
笹
川
先
生
は
ヤ
マ
ハ
ピ

ア
ノ
講
師
で
す
。

秋口す退職枝長会タ

一
浜
辺

の
歌
」

に
始

ま

り
、
「
ア

ル
ル

の
女

」

よ

リ

メ
ヌ
エ
ッ
ト
、
「
惑
星
」

よ
リ

ジ

ュ
ピ

タ
ー
な
ど
、

よ
く
耳
に
す
る
名
曲
が

フ

ル
ー
ト
と

ハ
ー
プ
で
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ

ア
ノ
の
弾
き
語
り
を
交
え

て
映
画
音
楽
も
演
奏
さ
れ

ま
し
た
ｃ

演
奏
を
聞
い
た
三
條
正
弘
会
員
か
ら
は
、
次
の
よ

う
な
感
想
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

『今
回
、

フ
ル
ー
ト
と

ピ

ア
ノ
演
奏
を
鑑
賞
で
き

た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
体

験
で
し
た
。
両
方

の
楽
器

が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

奏
で
、
私
た
ち
を
魅
了
し

ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
奏
者

は
繊
細
な
音
色
で
感
情
を

表
現
し
、
ピ

ア
ノ
奏
者
は

力
強
い
タ
ッ
チ
で
曲
に
深
み
を
加
え
ま
し
た
。
指
導

者
と
し
て
の
経
験
と
技
術
が
際
立
ち
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
全
体
に
深

い
理
解

と
調
和
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
演
奏

に
引
き
込
ま
れ
、
心
に

響
く
素
晴
ら
し
い
時
間

を
共
有

で
き
ま
し
た
。

演
奏
会
の
終
わ
り
に
は

大

き

な
拍
手

が
送

ら

れ
、
感
動
の
余
韻
が
残

り
ま
し
た
。』

■

孝丈め市Iこ織|た桑今マ
'杏

区
切
り
と
再
出
発

星

野

和

貴

定
年
延
長
制
度
の
初
年
度
に
、
六
〇
歳
自
己
都
合

で
退
職
し
教
職
人
生
に
区
切
り
を
付
け
ま
し
た
。
校

長
職
六
年
間
で
は
、
全
連
小
秋
田
大
会
の
大
成
功
に

か
か
わ
れ
た
こ
と
や
コ
ロ
ナ
禍
で
前
例
の
な
い
状
況

の
も
と
学
校
経
営
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
退
職
校
長
会
の
諸

先
輩
か
ら
の
励
ま
し
や
校
長
会
の
先
生
方
の
お
か
げ

で
何
と
か
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

縁
あ

っ
て
四
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
長
と
し
て
再

出
発
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
就
学
前
教
育

。
保

育
に
携
わ
り
、
純
真
無
垢
な
○
歳
児
か
ら
五
歳
児
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
に
癒
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

¨
役
職
定
年
と
は

¨

今
年
四
月
か
ら
定
年
延
長
と
な

っ
た
。

６１

歳
定
年
な
の
で
６０
歳
で
校
長
を
終
え
、

６１
歳

に
な
る
残
り
の
１
年
は
教
諭
職
で
終
え
る
こ

と
に
な
る
。
管
理
職
に
定
年
を
定
め
、
所
定

の
年
齢
に
達
し
た
ら
そ
の
役
職
か
ら
退
く
の

が
役
職
定
年
。

６１
歳
ま
で
働
か
な
い
場
合
は
、

自
己
都
合
退
職
と
な
る
。
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行
っ
て
き
ま
し
た
研
修
会

‖

陶

体
験
‖

昨
年
、
十

一
月
十

一
日

（土
）
に
陶
芸
を
体
験
し

て
き
ま
し
た
。
場
所
は
雄
和
椿
川
に
あ
る
陶
芸
工
房

「
い
や
し
ろ
ち
」
。
講
師
の
先
生
は
、
秋
田
テ
ル
サ
で

も
講
座
を
開
設
し
て
い
る
美
人
陶
芸
家
の
秋
山
章
子

先
生
。

参
加
者

「
『
い
や
し
ろ
ち
』
と
は
ど
う

い
う
意
味

で
す
か
。
」

先
　
生

「古
く
か
ら
あ
る
神
社
仏
閣
に
行
く
と
、

清
ら
か
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
ね
。
こ
の

よ
う
な
癒
や
し
の
空
間

。
活
性
化
さ
れ
た

空
間
は
、
『イ
ヤ
シ
ロ
チ
』
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
。」

参
加
者
は
、
お
猪
口
３
種

・

ガ
ッ
コ
皿

・
マ
グ
カ
ッ
プ

・
片

口
酒
器

・
焼
酎
カ
ッ
プ
な
ど
を

手
び
ね
り
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

秋
山
先
生
の
個
別
指
導
で
、
初

心
者
で
も
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描

い
た
作
品
を
約
１
時
間
で
完
成

で
き
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
先

生
が
細
部
を
修
正
し
て
く
れ

て
、
釉
薬
を
塗
り
焼

い
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の

一
人
、
佐
藤
俊
彦
元
会
長
の
ガ

ッ
コ
皿

は
流
石
に
美
術
の
先
生
と

い
う
作
品
で
し
た
。

教姜大

空港

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ

ぁ

き

た

び

ラ

イ

ン

四
ツ
小
屋
▲百

空

港

道

路

雄

和
いやしろち

豊
岩

▲Ｔ

〓
彗
一
●
薔

　

雄

物

川

＝
酒
蔵
探
訪
＝

十

一
月
二
五
日

（土
）
は
朝

か
ら
雪
模
様
で
、
特
に
内
陸
で

の
積
雪
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
加
者
の
熱
気
で
雪

を
も
融
か
す
充
実
し
た
酒
蔵
探

訪

で
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら

３
０
０
年
以
上
続
く
中
仙
の
鈴

木
酒
造
は

「
酒
王
　
秀
よ
し
」

で
有
名
。
誰
で
も
見
学
で
き
る
酒
蔵
で
す
が
、
当
日

は
社
長
、
杜
氏
、
営
業
部
長
な
ど
総
出
で
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。

見
学
後
、
昼
食
は
近
く

の

「
道

の
駅
な
か
せ
ん
」

に
あ
る
秀
よ
し
食
堂

「
蔵
人

（【
⊆
・Ｆ
ａ
）
に
移
動
。

「
秀
よ
し
の
お
酒
と
江
戸
の
料
理
を
楽
し
む
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
十
月
二
八
日
、
矢
島
の

天
寿
も
訪
問
し
ま
し
た
。

社
長
自
ら
案
内

１４
代
続
く
鈴
木
酒
造

の
社
長
さ
ん

は
と

て
も
気
さ
く
な
方

で
、
酒
蔵
内

を
案
内
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
杜

氏

の
石
沢
さ
ん
は
山
内
杜
氏
組
合
長

を
務
め
て
い
ま
す
ｃ

酒
蔵
内
の
タ
ン
ク

一
つ
８
万
リ

ッ
ト
ル
弱

の
タ
ン
ク

が
１
０
０
以
上
あ
り
ま
す
。
毎

日
３

合
ず

つ
４０
年
間
飲
め
ば

一
つ
の
タ
ン

ク
が
空
に
な
る
計
算
で
す
。

「
す
で
に
空
に
し
た
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
」

道
の
駅
な
か
せ
ん
の

秀
よ
し
食
堂
蔵
人

お
江
戸
元
禄
料
理
と
利
き
酒
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た

っ
た
３
種
類

の
利
き
酒
は
、
み
ん
な
自
信
満

々
で

し
た
が
、
飲
み
す
ぎ

て
か
全
問
正
解

者
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

（大
渕
正
俊
　
記
）

０
）
「楽
し
い
研
修
会
・
同
好
会
」
へ
の
ご
案
内

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
に
、
次
の
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
、
同
好
会
員
の

募
集
も
行

い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
も

の
、
こ
の

機
会
に
や

っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
う
も

の

‥
・

な
ど
、
お

一
人
何
回
で
も

（
い
く

つ
の
同
好
会

で
も
）
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
別
添

「
楽
し
い
研
修
会

・

同
好
会

へ
の
お
誘

い
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

各
研
修
会

・
同
好
会
の

「
申
込
先
」
に
電
話
や

Ｓ
メ
ー
ル
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、
詳
細
を
各
担
当
か
ら
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【楽
し
い
研
修
会
】

①
陶
芸
　
工
房
見
学
と
陶
芸
体
験

（初
心
者
大
歓
迎
）

②
酒
蔵
探
訪

③
秋
田
の
名
酒
、
飲
み
比
べ
の
会

④
ア
ト
リ
オ
ン
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

⑤
赤
レ
ン
ガ
郷
土
館
コ
ン
サ
ー
ト
、
開
設
講

座
等

【楽
し
い
同
好
会
】
・
・
・
（　
）
は
世
話
人

①
写
真
同
好
会
　
　
　
（刈
田
　
　
茂
）

②
音
楽
鑑
賞
同
好
会
　
（羽
川
　
　
誠
）

③
酒
蔵
応
援
同
好
会
　
（大
山
　
重
幸
）

※
他
の
同
好
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
お
考
え
の
方

は
、
研
修
担
当
鈴
木
巧
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（連
絡
先
は
別
添
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
）。
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